
飼養衛生管理
（農場に入れない）

野生イノシシ対策
（国内で広げない）

アフリカ豚熱対策の更なる強化②（野生イノシシ対策、飼養衛生管理）
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・ 死体を衛生的に処理する必要があり、万が一の侵入時に備えた野生イノシ
シにおける死体処理等の初動対応について、基本方針案を公表。

・ 早期に発見できるよう、サーベイランスによる野生イノシシにおける浸潤状況
を引き続き把握。

・ 実際の感染を確認した場合を想定し、農研機構、県などの関係者の協力
を得ながら死体処理や運搬方法等を検証するための防疫演習を農林水産
省において実施。

・ 万が一野生イノシシへ侵入した際に必要となる特殊な防疫資材（簡易電
気柵、 納体袋）等を備蓄。また、各都道府県においてもアフリカ豚熱に関
する防疫演習が実施できるよう支援。

・ 一般登山者向けの動画を通じ、登山等による感染拡大防止対策として、
畜産物を含む廃棄物の適切な処理や、登山靴の洗浄消毒等について周知。

・ 豚熱と異なり実用性が確認されたワクチンは無いため、飼養豚への
感染予防対策は飼養衛生管理の徹底が何よりも重要。

・ 生産者をはじめとする関係者に対して侵入リスクが高まっている危
機感を共有し、農場における飼養衛生管理の徹底等について改めて
指導。

・ 万が一の侵入時に的確な初動対応ができるよう、都道府県における
防疫体制を関係部局と連携し構築するなどの万が一に備えた準備を
すすめるよう改めて通知。

＜野生動物等の侵入防止＞

＜一般向け動画の公表＞

＜車両消毒・立ち入り時の消毒＞

＜侵入時に備えた防疫演習＞



■基本対策

（１）サーベイランスの実施
・継続的に調査し、感染状況を正確に把握し、その情報を基に疾病の予防と管理をはかること
・感染状況の把握は、経口ワクチン・捕獲強化など野生いのししにおける豚熱対策の検討に必須
・飼養豚における対策に必須

（２）捕獲の強化
・密度低下により、感染拡大を抑制
・感染野生いのししの絶対数抑制することで、農場への感染拡大リスクを低下

（３）経口ワクチン散布
・免疫を獲得させることにより、感染地域内における抑制・感染地域拡大の抑制

（４）リスクコミュニケーション
・狩猟関係者・市民に向けた対策の周知推進（マンガ・Web動画配信・トークイベント等）
・実地演習、講演・意見交換会等を通じた関係者間の理解の向上

17．野生いのししでの豚熱・アフリカ豚熱対策の概要

豚熱 アフリカ豚熱

豚熱 アフリカ豚熱

豚熱 アフリカ豚熱

豚熱
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防疫措置の実施
◆通行制限・遮断（指針第20）、移動制限（指針第21）、消毒ポイント（指針第23）
◆積極的死体捜索（指針第24）

◆死体対応（指針第24）

・対応スケジュールの決定
・防疫措置の準備、調整
・防疫拠点の設置

死体運搬不可の場合

適切な死体処理・消毒

指定の場所で埋却又は焼却場で焼却

遺伝子検出検査の結果を待たず、汚染物品として処理

アフリカ豚熱の感染確認から防疫方針の決定・措置の準備
◆死体発見、県の検査（指針第17）、病性判定（指針第18）、病性判定時の措置（指針第19）

防疫措置の実施に向けた各種準備・情報共有・調整等

ASF
サーベイランス

いのししの
大量死等

県検査機関で
ASF遺伝子検査
▶ 陽性疑い

動衛研での
検査
▶ 陽性

・対策本部設置
・防疫方針の決定

死体捜索開始 死体発見 死体対応班の
派遣要請

検体採取 死体運搬
（納体袋封入等により封じ込め）

発見地点周辺で消毒処理

死体の処理方法
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18．野生いのししでのアフリカ豚熱初期対応の流れ



海外では初動防疫時に林業は通行遮断となる場合もあるが、
日本の地理的状況等を踏まえ、林業の防災面への効果など、
林業の重用性を踏まえ例外とする予定。

緩衝地帯（バッファーゾーン）
・草刈り
・罠の設置、電気柵等
・捕獲とサーベイランス

・捕獲強化
・サーベイランス強化
・死体対応

・積極的死体捜索
・死体対応（検査）
＜注:原則捕獲はしない＞

通行遮断・制限対象

消毒の徹底等により
以下は通行遮断の例外とする（案）

・通勤、通学 ・医療及び福祉
・山林、道路、電線、水道等の保守管理 等

通行制限なし

３㎞

10㎞

登山口 歩行者消毒ポイント

ロッジ
歩行者消毒ポイント

登山口
歩行者消毒ポイント

登山口
駐車場

車両消毒ポイント

車両消毒ポイント

歩行者消毒ポイント
車両消毒ポイント

駐車場
車両消毒ポイント

感染死体
発見地点
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19．アフリカ豚熱が野生いのししで確認された際の防疫対応の実施内容と範囲
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